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あなたの 声 を  まちづくりに　
第51回市政に関する世論調査
問広報広聴課☎(632)2023

◎集計の合計は、四捨五入や複数回答により、100％にならない場合があります。
◎市の施策を目的別に分類し、満足度などの「市の取り組みについての意識調査」を合わせて実施。

　世論調査は、市民の皆さんが市政につい
てどのように考え、また、何を望んでいるの
かを把握し、市では今後の施策に役立てる
ため、毎年実施しているものです。今回は
その結果の一部をお知らせします。調査に
当っては、多くの皆さんにご協力いただき、
ありがとうございました。

❶  宇都宮が好きですか。それとも嫌いですか。

❸  宇都宮市の嫌いだと思うところをあげてください。

❺  満足している施策は何ですか。

❷  宇都宮市の好きだと思うところをあげてください。

❹  重要だと思う施策は何ですか。
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廃棄物の
適正処理の推進
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Q. 大谷地域に行ったことがありますか。

Q. 大谷地域への来訪目的は何ですか。

Q. 大谷石文化が日本遺産に認定されたことを知っていましたか。

Q. 大谷石文化を誇りに感じますか。
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大谷地域の振興と大谷石文化の
日本遺産認定について調査しました
　平成30年４～６月には、JRグループ６社が地
域と一体となって取り組む国内最大規模の観光
キャンペーン「デスティネーションキャンペー
ン」が本県で開催され、本市にも多くの観光客が
訪れました。
　大谷地域では、平成29年の来訪者が70万人を
超えるとともに、昨年５月には本市の暮らしに息
づく「大谷石文化」のストーリーが、文化庁から
日本遺産に認定されるなど、市内外から多くの注
目を集め、観光地としての魅力が一層高まってき
ています。
　本市では、大谷地域や大谷石文化のさらなる活
性化に取り組むため、今回、市民の皆さんから見
た大谷についても調査項目に加えました。

大谷地域の振興について 大谷石文化の日本遺産認定について
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